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7 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 徳 
@ 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 系 譜 の 徳 : 


1 一 ワー スイ ラ ・ ブ ン ・ ア ル テ ア スカ アァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 【 
電 生 ( の に ソウ ビ の ログピ お どり 
う の を 聞き まし た : 実に アッ ラー は イス マー イー ル (イシ ュ マ エル ) の 子 
ら か ら キ ナー ナ を お 選び に な り 、 人 
光 に ほら で の リウ 0 
お 選び に な られ た 。” 」 (ムスリム の 伝承 り 


@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 名 : 


ジュ バイ ル ・ ブ ン ・ ム トッ イム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「“* 

こ は 数 々 の 名 が ある 。 私 は ろ ハ ンマ が (よく 賞状 され る 者 ) で あり 、 デ ン 
マ バ / (よく 賃 替 す る 者 ) で あり 、 私 を も っ て アッ ラー が 不信 仰 を 消さ れる と 
ころ の アル テマ ー と ーー (抹消 する 者 ) で あり 、 (審判 の 日 ) 私 の 足元 に 人 々 
が 召集 され る と ころ の アルテ ハー シン と (召集 する 者 ) で あり 、 私 の 後に は い 
か な る (預言 ) 者 も ちい な いと こ ろ の アンテ デー キ デ (最後 の 者 ) な の で ある 

” 」 また 別 の 伝承 に は こう あり ます : 「 “そし て タウ バ ( 悔 悟 ) の 預言 者 
が の で あり 。 ラ ンマ ( 棋 ) の 胃 言 者 が の だ 。“" 」 (アル ー プ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 う 





@ 預言 者 ムハンマド ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 他 
の 預言 者 に 対す る 優越 性 : 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 6 つの 点 
に お いて 他 の 預言 者 より 優 っ て いる : 私 に は 完全 な る 言葉 が 与え られ 、 ま た 
( 敵 に 対す る ) 戦 便 で も っ て (アッ ラー か ら ) 援助 され 、 戦 利 品 が 合法 化 さ 
れ た 。 ま た 私 に と っ て 地上 は 清浄 な る 礼拝 の 場 と な り 、 私 は 全 人 類 に 向け て 
遣わ ちさ れ 、 そ し て 預言 者 は 私 で 終結 し た の だ 。」 (ムスリム の 伝承 り 











2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 私 と 私 以前 
の 預言 者 と は この よう な も の で ある : ある 男 が 美しく 満 酒 な 建築 物 を 建て た 
。 し か し 端っこ の レン ガ が 1 つ 抜 け て いた 。 人々 は (その 建物 を ) 僅 大 視 し て 
その 周囲 を 回 り 始 め 、 そ れ を 気に入っ た 。 1 
抜け て いる ) レン ガ の 部 分 は 完成 され な か っ た の だ ろう か ?” 実に 私 こ 6 
その (抜け た ) レン ガ の 一 部 分 な の で あり 、 最 後 の 預 言 0 の 6 の の ( 
アル テア ハー リー と か え スリ ム の 信 承 9 








サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2276) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (4896) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2354, 2355) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (523) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3535) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2286) 。 文章 は ムスリム の も の 。 


よら to ご 


葛 
全て の 被 造物 に 対し て の 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 優 
越 性 : 





プク ーッ ジラ クイ ラテ ( 修 に ゲ アッラー の こ 油 上 あ れ ) 島 言 い ポ し た 1 アッ タラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “私 は 審判 
の 日 、 ア ー ダ ム (アダ ム ) の 子 ら の 長 で ある 。 そ し て 私 は 最初 に その 墓 が ( 
呼び 起こ され る た め に ) 裂 か れる 者 で あり 、 また 最初 の と りな し 手 で も あれ 
ば 最初 に と りな し が 与え られ る 者 で も ある 。 ” 」 (ムスリム の 伝承 り 











@ 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 夜 の 旅 と 昇天 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 史 
その 晩 (マッ カ の ) ハラ ー ム ・ モ スク か ら 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) が そ 
の 周り を 祝福 し た (エル サレ ム の ) アク サー・ モ スク まで その し ゃ べべ を 旅 さ 
せ た お 方 の 崇高 さよ 。 そ れ は 彼 に われ ら の み し る し を 目 に させ ん が た めで あ 
っ た 。 か れこ そ は 全て を 聞き 、 ご 覧 に な られ る お 方 で ある 。 中 (クル アー ン 
色 抽 


2 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ブ ラ 
4 
% が 私 の も と に 連れ て 来 ら れ た 。 私 は それ に 乗り 0、 エ ル サ レ ム に 着い た 。 そ し 
て 私 は それ を 、 預 言 者 た ち が そ れ を 繋ぎ と め る と ころ の 留め 金 に 繋ぎ と め た 














それ か ら 私 は モス ク に 入り 、 そ こ で 2 ラク ア の 礼拝 を し 、 そ れ か ら 外 に 出 
ie 

する と 私 の も と に 、 ジ ブリ ー ル (ガブ リエ ル ) が 酒 の 奏 と 乳 の 奏 を 携え て 
や っ て 来 た 。 私 が 乳 の 歪 を 選ぶ と 、 ジ プリ ー ル は こう 言っ た : “あな た は 目 
然 な 天性 を 選ん だ 。 








それ か ら 私 た ち は (第 1 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジ ブリ ー ル が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こ う 言 われ た : “誰か ね ?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
MS < ジブリール だ 。 の の らら の 講和 240060. 0 の ここ に MNO の の 廊 2“ 
(ジブ プリ ーッ ルル ほり) 言 る た し か ハル ンマ NR だ “する と こう 言わ お れ た だ た: で 天 の 
訪問 が ( 彼 に に ) 評 き れ た だ の で すか の は ) 言っ た : “ああ 、 許 
きだ の だ する ど 准 開き 、 そ こ に は アデ アーツ グ ム バア グ ム へ) いた 。 後 は 
私 を 歓迎 し 、 私 に よき こ 介 0I は 











それ か ら 私 た ち は (第 2 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジ ブリ ー ル が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こ う 言 われ た : “誰か ね ?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
た “ジブリール だ 。 * 2 の 5 あこ この 由 320M だ さこ IGG い る の の は 9 ジグ 
リー ル は ) 言っ た : ~ ム ハン マ 下 だ 。” する と こう 言わ れ た : “ 天 の 訪 問 が 


所 





5 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (2278) 。 

6 

訳者 注 : 「 プ ラー ク 」 と は ロバ より 大 きく ラバ より は 小さ い 、 背 が 高く 白い 色 を し た 乗り 物 用 の 動物 で ある と 言わ 
れ て いま す 。 そ の 踏 の 一 虐 り で 、 毅 か 彼方 まで 一 っ 跳び し ます 。 




















( 彼 に ) 許さ れ た の で すか ?” (ジブ リー ル は ) 言っ た : “ああ 、 許 され た 
の だ 。"” する と 門 が 開き 、 そ こ に は 互い に 母方 の 乳 兄 弟 で ある マル ヤム ( マ 
UP の ー ス ) どの み りー ヤー の キヤ ツー (の 6O) が の 
た 。 彼ら は 私 を 歓迎 し 、 私 に よき こと を 祈願 し て くれ た 。 








それ か ら 私 た ち は (第 3 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジ ブリ ー ル が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こ 2 う 言 われ た : “誰か ね ?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
9 < ジブ リー ル だ 。 ” 0 の ( 肖 2 れ ( だ 5 の の の eS の は の メジ 
ブリ ー ル は ) 言っ た : “ムハンマド だ 。” する と こう 言わ れ た : “ 天 の 訪 問 
が ( 彼 ( 2 許さ れ 
た だ の だ 。 "する と 門 が 開き 、 そこ に は ュー スン (ゼア) が いた 。 彼 は (人 
全 上 の 提 の まお の 彼 は 私 を 歓迎 し 、 私 に よき こと を 祈願 
CU だ 








それ か ら 私 た ち は (第 4 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジ ブリ ー ル が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こう 言わ れ た : “誰か ね ?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
た ・“ ジ プリ ー ル だ 。 2 お の と う 計 お れれ だ つの らい る の 2 パク 
グリ ピッ ル 人 ほり ( 言 人 の だ ゃ 2 の ジマ ド だ だ の る どこ う 言 われ た て 天 の 訪 剛 
が ( 彼 に ) 許さ れ た の で すか ?” (ジブ リー ル は ) 言っ た : “ああ 、 許 され 
た の だ 。” する と 門 が 開き 、 そ こ に は イ ドリ ー ス が いた 。 彼 は 私 を 歓迎 し 、 
私 に よき こと を 祈願 し て くれ た 。 偉大 か つ 昔 厳 な る アッ ラー は 仰 ら れ た の だ 
的 
そし て われ ら (アッ ラー の こと ) は 、 彼 を 高い 位階 に 上 げた の だ 。 (クル 
アー ン 19 : 57) 





それ か ら 私 た ち は (第 5 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジブリール が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こ う 言 われ た : “誰か ね ?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
ME < ジブ リー ル だ 。 の 22 だ へ 表 洲 2 た の の CM の の 0 ボツ の ダグ 
アリール は) 言 つ だ ただ? “ぬら ハ ジマ ド だ 。 の する と こう 言わ お れ た だ た: ご 天 め 診 闇 
が ( 彼 ! AS 0 許さ れ 
た の だ 。” する と 由 が 開き 。、 で そこ に は ハー ルー ツン (アー ロジ シ ) 誰 い た 。. 彼 は 
私 を 歓迎 し 、 私 に よき こ 0 間 





それ か ら 私 た ち は (第 6 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジ ブリ ー ル が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こう 言わ れ た : 誰が か ね?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
た : “ジブ リー ル だ 。 0 2、 語 2400eP で eS の 6 あの (と 
ブリ ー ル は ) 言っ た : “ムハンマド だ 。” する と こう 言わ れ た : “ 天 の 訪 問 
が ( 彼 に ) 許さ れ た の で すか ?“ EN 142 
だ の だ する とる 門 が 開き 、 そ て そこ が と CE 一 工 ) が いた 修 は 私 を 
陸生 





それ か ら 私 た ち は (第 7 層 目 の ) 天 へ と 昇っ た 。 ジ ブリ ー ル が ( 天 の ) 扉 
を 開け る よう に 言う と 、 こ う 言 われ た : “誰か ね ?” (ジブ リー ル は ) 言っ 
た : “ジブ リー ル だ 。 ” OoE の 講 天 枯 た だ たら の ン そ で さき に いぶ あの は 9 バジ 
デリ ー ル は ) 言っ た “ムハンマド だ 。 ” する と こう 言わ れ た : “ 天 の 訪 開 
が ( 彼 に ) 許さ れ た の で すか ?” (ジブ リー ル は ) 言っ た : “ああ 、 許 され 


た の だ 。” する と 門 が 開き 、 そ こ に は アル テバ アム ・ ア ルレ テマ デス ー ン と 
OO 世 こ (アグ プラ も の ) が いた だ そ ぞ 
こ に は 毎日 70000 も の 天使 が (そこ で 礼 振 する べく ) や っ て 来る に も 関わ ら ず 
、1 度 そこ に 入っ た 者 は 2 度 と そこ に 戻る こと は な い の だ っ た ?。 





それ か ら 私 は 最果て の スプ が の 木 に まで 連れ て 行か れ た 。 そ の 葉 は 象 の 
に 巨大 で 、 そ の 果実 は 巨大 な 響 の よう だ っ た 。 そ し て アッ ラー の 命 に よ 
り そ れ (スズ アジ の 木 ) が 何 か 
?% こ よっ て 終 われ て 変化 し た 時 、 そ れ は アッ ラー の 被 造物 の いか な る も の も 形 
容 す る こと が 出来 な いよ うな 美しき と な っ た 。 





それ か ら ア ッ ラ ー は 私 に 啓示 を お 与え に な っ た 。 そ し て 私 に 1 昼夜 に 50 回 
の ダテ ー (礼拝 ) が 義務 付け られ た の だ 。 そ れ で 私 が ムー サー の 所 に まで 降 
り て 行く と 、 彼 は 言っ た : “ 主 は あな た の ウン マ (共同 体 ) に 何 を 課さ れ た 
の か ?” 私 は 言っ た : “50 回 の ジー ( 札 拝 ) だ 。 この 人 は) 計る た 
“ 主 の 御 許 に 戻り 、 そ の 軽減 を 名 CN に 耐え る 
こと が 出来 な い だ ろ うか ら 。 私 自身 イス ラ エ ル の 民 を 試練 に か け て し まっ た 
2 

それ で 私 は 主 の 御 許 に 戻り 、 こ う 申 し 上 げた : “ 主 よ 、 私 の ウン マ へ の 軽 
減 を お 願い し ます 。” する と (アッ ラー は 義務 の ラー (礼拝 ) の 回 数 を 1 昼 
夜 ) 5 回 に まで 免除 し て 下さ っ た 。 

それ が ら 私 は メー サー の や と ど と に 戻 る らち 、 言 ら た + "アメ ラー は 二 務 の ケシ 
ー (礼拝 ) の 回 数 を 1 昼夜 5 回 に まで 免除 し て 下さ っ た 。” する と (ムー サー 
は ) 言っ た : “ 主 の 御 許 に 戻り 、 そ の 軽減 を 生 う の だ 。 あ な た の ウン マ は そ 

に 耐え る こと が 出来 な い だ ろ うか ら 。『 






































ご こう. し で 秋 は 圭 と 上 ふ ムーサ ザー の 間 を 非 走 した が 、 つ い に (アッ ラ ご は こう ) 
仰っ た : “ムハンマド よ ! 1 昼夜 に 5 回 の テー (礼拝 ) と は 、 そ の 各々 が 10 
回 (の それ に 値する の ) で あり 、 ゆ え に 50 回 の それ に 相当 する の だ 。 そ し て 1 
つの 善行 を 思い 立っ て も それ を 実行 し な か っ た 者 に は 、 そ れ が 1 つの 善行 と し 
て 記録 され る の で ある 。 そ し て も し それ を 実行 する の で あれ ば 、 そ れ は 10 倍 
の 善行 と し て 記録 され よう 。 ま た 1 つの 悪行 を 思い 立っ て も その 実行 を 思い 止 
まっ た 者 に は 、 何 も 記録 され な い 。 し か し も し それ を 実行 し て し まっ た の な 
ら ば 、 そ れ は 1 つの 悪行 と し て 記録 され よう 。” 

そし て 私 は ムー サー の 所 に まで 降り て 行き 、 そ の 冒 を 彼 に 伝え た 。 す る と 
彼 は 言っ た : “ 主 の 御 許 に 戻り 、 そ の 軽減 を 名 En 
は も う 主 に 対し て 恥じ 入る ほど に 、 か れ の 御 許 に 立ち 返っ (て 請願 し) た の 
だ 。” 」 (アル ニテ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 














彰 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 祝福 と 平安 を 祈願 する こと 
の 徳 : 


” 訳者 注 : マッ カ の カアバ 神殿 の 丁度 真 上 の 第 7 層 の 天界 に ある と 言わ れる 、 天 使 た ち も が アッ ラー を 讃 美 する 場所 。 
* 訳者 注 : それ ほど に 天使 の 数 は 膨大 で ある と いう こと を 示し て いま す 。 
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訳者 注 : イブ プン ・ ハ ジャ ル 著 の サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー 解 息 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル = テ バー リー」 に よれ ば 、 そ れ 
が 黄金 の バッ タ で ある と か 、 黄 金 の 賊 で ある と か 、 あ る い は 天使 で や る と いっ た 説 が 伺わ れ ま す 。 
0 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7517) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (162) 。 文章 は ムスリム の も の 。 








1 一 挫 遍 の アッ テー は こう 他 ら られ ま し た : 印 
実に アッ ラー と その 天使 た ちら は 、 預 言 者 を 祝福 する 。 信 仰 者 た ちよ 、 彼 に 祝 
福 と 平 放 を 名 う の だ 。 思 (クルアーン 33 : 56) 





2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 に 1 度 祝福 を 祈 
る 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 10 の 祝福 を お 授け 下さ る で あろ う 。」 (ムスリム の 伝 
承り ) 





9 ニー デン ドッ ラー バア ンド マウ ステ ド (人 ( 信 に チッ ラー の こ 滴 人 旧 あ れ ) は 言い 詩 
愉 971 デラ ー 拉 半 0 こ ア ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし 
た : “実に アッ ラー に は 、 私 の ウン マ (共同 体 ) か ら 私 へ の 平安 の 挨拶 を 伝 
鐘 200H 和 5 9 グッ クダ NO の デリ ーッ 
ー の 伝承 り 








@ 
預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 対す る 祝福 の 最高 の 形式 : 


「 デ タラ テー よ 、 み ハン マ ド と その 一 家 ( こ 楽 光 を お 授け 下さ い 。 あな た が イブ 
ラー セ モーム と その 一 家 に 朱 光 を 与え られ た よう に 。 実に あな だ は よく 讃 美 き 
れる 、 楽 光 高 い お 方 で あら れ ま す 。 ア デッラ ー よ 、 し ド と その 一 家 に 祝 
価 を お 授け 下さ い 。 あな た が イブ ラー ヒー ム と その 一 家 に 祝福 を 与え られ た 
よう に 。 実 に あな た は よく 讃 美 さ れる 、 栄 光 高 い お 方 で あや られ ます 。」 ( ア 
MM 二 NPB 











1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (408) 。 
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県 中 沈 休 の サド ジア SR 666)、 スポ ャ で チン ニカ た つの 一 200K、 が セージ その マゲ シー ザ ザ 
ー イ ー (1215) 。 ア ッ ニ スィ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ サ ヒ ー ハ (2853) 参照 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (3370) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (406) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 





